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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成22年9月30日(2010.9.30)

【公表番号】特表2010-502428(P2010-502428A)
【公表日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【年通号数】公開・登録公報2010-004
【出願番号】特願2009-527274(P2009-527274)
【国際特許分類】
   Ｂ０５Ｂ  17/06     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｍ  11/00    ３００Ｚ
   Ｆ０２Ｍ  47/00    　　　Ｃ
   Ｆ０２Ｍ  47/02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月11日(2010.8.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部チャンバ、液体が前記内部チャンバ内に入るように前記内部チャンバと流体的に連
通する入口、及び、前記チャンバ内の液体が前記ハウジングから出るようにするために前
記内部チャンバと流体的に連通する出口を有する細長いハウジングと、
　少なくとも一部が前記ハウジングの前記内部チャンバ内に配置され、前記液体が前記出
口を通って前記ハウジングから排出される前に、前記内部チャンバ内の液体に超音波エネ
ルギーを与えされる細長い超音波導波管と、
を備え、
　前記超音波導波管は、前記入口と前記出口との中間で前記ハウジングの前記内部チャン
バ内において前記超音波導波管から外向きに延びる攪拌部材を有し、前記攪拌部材と前記
超音波導波管とは、前記超音波導波管が超音波振動されたとき、前記超音波導波管に対し
て前記攪拌部材が動的運動するように構成及び配列されており
　前記超音波導波管及び前記攪拌部材を超音波的に励起するように作動可能な励起装置が
備えられ、
　前記攪拌部材及び前記超音波導波管が、前記超音波導波管が超音波振動するときの前記
超音波導波管の変位に対して、前記攪拌部材の変位を増幅するように構成及び配列されて
おり、
　前記超音波導波管が、節領域及び腹領域を有し、前記攪拌部材が、前記腹領域で前記超
音波導波管から横方向外向きに延びることを特徴とする超音波液体送達装置。
【請求項２】
　複数の攪拌部材が、前記ハウジングの前記内部チャンバ内で互いに縦方向に間隔を置い
て配置された関係で、前記超音波導波管から外向きに延びることを特徴とする請求項１に
記載の液体送達装置。
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【請求項３】
　前記攪拌部材が、前記超音波導波管の周囲に延びるリングを含むことを特徴とする請求
項１に記載の液体送達装置。
【請求項４】
　前記攪拌部材の少なくとも１つが、前記節領域において前記超音波導波管から横方向外
向きに延びることを特徴とする請求項２に記載の液体送達装置。
【請求項５】
　前記攪拌部材が、ほぼＴ形断面を有することを特徴とする請求項４に記載の液体送達装
置。
【請求項６】
　前記超音波導波管の長さが、少なくとも１／２の波長セグメントを定めることを特徴と
する請求項１に記載の液体送達装置。
【請求項７】
　前記超音波導波管の長さが、少なくとも３／２の波長セグメントを定め、少なくとも１
つの攪拌部材が、前記１／２波長セグメントの少なくとも２つから外向きに延びることを
特徴とする請求項６に記載の液体送達装置。
【請求項８】
　前記超音波導波管及び前記攪拌部材が、単一部片として形成されたことを特徴とする請
求項１に記載の液体送達装置。
【請求項９】
　前記超音波導波管全体が、前記ハウジングの前記内部チャンバ内に配置されていること
を特徴とする請求項１に記載の液体送達装置。
【請求項１０】
　前記励起装置の少なくとも一部が、前記ハウジングの前記内部チャンバ内に配置されて
いることを特徴とする請求項９に記載の液体送達装置。
【請求項１１】
　前記超音波導波管を前記ハウジングの前記内部チャンバ内に装着するための少なくとも
１つの隔離部材を更に含み、前記少なくとも１つの装着部材が、前記超音波導波管から前
記ハウジングを実質的に振動的に隔離するように構成されることを特徴とする請求項１に
記載の液体送達装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの隔離部材が、装着部材及び／または安定化部材を含むことを特徴
とする請求項１１に記載の液体送達装置。
【請求項１３】
　液体を受け取るための入口、液体が出るときに通る出口、及び、前記入口及び前記出口
と流体的に連通して液体の流れを前記入口から前記出口まで導く内部流路を有するハウジ
ングと、
　前記ハウジングとは別に形成され、細長く、少なくとも一部が前記流路内に配置され、
前記液体が前記出口を通って前記ハウジングを出る前に前記流路内の液体に超音波的にエ
ネルギーを与える、複数の節領域及び複数の腹領域を有する超音波導波管と、
　前記超音波導波管の前記腹領域で、前記超音波導波管から全体として外向きに延びる攪
拌部材と、
　前記超音波導波管及び前記攪拌部材を超音波的に励起するように作動可能な励起装置と
、
を含むことを特徴とする超音波液体送達装置。
【請求項１４】
　複数の攪拌部材が、前記超音波導波管の前記複数の腹領域で前記超音波導波管からほぼ
外向きに延びることを特徴とする請求項１３に記載の液体送達装置。
【請求項１５】
　前記超音波導波管の腹領域の数が、攪拌部材の数より多いことを特徴とする請求項１４
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に記載の液体送達装置。
【請求項１６】
　超音波導波管の腹領域が、攪拌部材より２つ多いことを特徴とする請求項１５に記載の
液体送達装置。
【請求項１７】
　前記励起装置が、前記超音波導波管とともに組立体に保持され、前記複数の腹領域の１
つにおいて前記超音波導波管とほぼ直接に接触することを特徴とする請求項１３に記載の
液体送達装置。
【請求項１８】
　前記超音波導波管から前記ハウジングを実質的に振動的に隔離するための隔離部材を更
に含むことを特徴とする請求項１３に記載の液体送達装置。
【請求項１９】
　前記隔離部材が、一般に前記超音波導波管の前記節領域において前記超音波導波管に作
動可能に接続されることを特徴とする請求項１８に記載の液体送達装置。
【請求項２０】
　液体を内部に受け取るための入口、液体が排出されるときに通る出口、及び、前記液体
が内部で前記入口から前記出口まで流れるように導くために前記入口及び前記出口と流体
的に連通する内部の流路を有する細長いハウジングと、
　少なくとも一部が前記流路内に配置され、前記液体が前記出口を通って前記ハウジング
を出る前に前記流路内の液体に超音波的にエネルギーを与えるための、少なくとも２つの
波長セグメントを有する細長い超音波導波管と、
　前記超音波導波管から横方向外向きに延びる複数の攪拌部材と、
を備え、前記攪拌部材と前記超音波導波管とは、前記超音波導波管が超音波振動されたと
き前記攪拌部材が前記超音波導波管に対して動的運動するように構成及び配列されと、
　前記超音波導波管及び前記攪拌部材を超音波的に励起するように作動可能な励起装置が
設けられた、
ことを特徴とする超音波液体送達装置。
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